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白山の火山防災に関連する特別授業：白峰小学校での取り組み

Special classes related to volcanic disaster prevention of Mt. Hakusan

~ Work at Shiramine primary school
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　２０１４年の御嶽山噴火以降、火山防災への関心が高まっている。長期的な観点で火山防災を進めていくた

めには、火山噴火の危険性やその対策を訴えるだけでは不十分であり、それと同時に火山に対する科学的な理

解や関心をもつ人材を育成することが必要である。 

　白山手取川ジオパークでは、文部科学省による地域防災対策支援研究プロジェクト「臨床環境学の手法を応

用した火山防災における課題解決の開発」（代表：名古屋大学山岡耕春教授）の一環として、白山市立白峰小

学校（全校児童数３３名）の協力により２０１６年５月から８月にかけて火山の科学と防災に関する４回の授

業と１回のフィールド学習を行った。 

　授業では講義や実験などを通じて、白山の成り立ちや火山活動の特徴、噴火のしくみ、白山火山防災計画に

おける噴石、火砕流、融雪型火山泥流の到達範囲、防災行動について学習を行った。フィールド学習では、河

原の石や尾根沿いの溶岩流の痕跡の観察を行い、授業で扱った白山の形成史や過去の火山活動の振り返りを実

施した。また、国土交通省や気象庁の協力を得て、砂防工事現場や気象観測施設を見学し、火山災害に対する

現地対応や防災情報が出される仕組みへの理解を深めた。 

　自然災害についての学習において、災いばかりを強調するのではなく、現象の理科的なプロセスの理解

や、その恵みについても合わせて学習することは、ジオパークの取組みにおける特徴でもあり、正しく理解を

進めるための助けにもなっていると考えられる。 

　また、小学校内の学習発表の場において、観覧した保護者に対し火山学習授業に関するアンケートを行った

ところ、約6割の家庭で学習内容に関して話題となっていたことがわかった。小学校における授業が、児童の

学習のみにとどまらず、保護者への波及効果につながることも確認できた。 

　本発表では上記の取り組みについて報告する。
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